
2022年９月１日付人事（カッコ内は前職）
◆国際協力局長：遠藤 和也氏（総
合外交政策局審議官）
◆国際協力局審議官：原 敬一氏
（国際協力局参事官）
◆国別開発協力第一課長：石丸 淳
氏（邦人テロ対策室長）

2022年８月15日付人事（カッコ内は前職）
◆社会基盤部次長（Ｇ担当）：久下 
勝也氏（社会基盤部参事役）

＊
2022年９月１日付人事（カッコ内は前職）
◆総務部審議役：斉藤 幹也氏（ガ
バナンス・平和構築部審議役）
◆民間連携事業部審議役：若林 仁
氏（情報システム部審議役）
◆ガバナンス・平和構築部次長（Ｇ
担当）：竹原 成悦氏（ガバナンス・平和
構築部参事役）
◆ガバナンス・平和構築部 ＳＴＩ・Ｄ
Ｘ室長：高樋 俊介氏（ガバナンス・平和
構築部参事役）
◆国内事業部 市民参加推進次長：

小林 洋輔氏（ガバナンス・平和構築部
次長（Ｇ担当））
◆中東・欧州部ウクライナ支援室
長：小早川 徹氏（中東・欧州部参事役）
◆バングラデシュ事務所長：市口 
知英氏（南アジア部審議役）
◆キューバ事務所長：葦田 竜也氏
（人間開発部参事役）

国際協力人事アラカルト

外務省国際協力局

国際協力機構（JICA） 『国際開発ジャーナル』
過去に掲載した記事の一覧は、

下記ウェブサイトでもご覧いただけます。

http://www.idj.co.jp/?cat=62

ガーナの中学校で、国際協力機構（JICA）海外協
力隊員が主催した教員向けワークショップの様子。
理数科の教員に、実験器具の作り方や生徒参加
型の授業にするためのアクティビティなどを紹介した
＝2021年7月撮影
JICAの代表的事業の一つであるJICA海外協力隊
事業。コロナ禍で一時は世界各地に派遣されてい
た全隊員が緊急帰国したが、2021年末から再派遣
が開始された。徐々に派遣国並びに派遣隊員が増
えつつある

起を行う「高校生英語弁論大会」
と「高校生日本語弁論大会」、国
際保健NPOのシェア＝国際保健
協力市民の会、共同代表の仲佐保
医師による記念講演も行われた。
仲佐保医師は新型コロナなどの新
興感染症は、動物の持つウイルス

が人間にうつることで生まれてい
ると話し、その原因には人間の環
境破壊があると指摘。「病気を治
すには、その根本原因に目を向け
て環境や社会的な問題を考えてい
くことが重要だ」と高校生らに呼
び掛けた。

　大会を通じて、高校生らが国際
交流への熱い思いを絶やさずに、
新しい交流の形を追求する姿が印
象的だった。多くの危機が直面す
る現代だが、国際協力の在り方も
若い世代を中心に多様化していく
ことを期待する。

コロナ禍で内なる国際化促進へ

　全国国際教育研究大会では、高
校生による「国際理解・国際協力
に関する生徒研究発表会」を毎年
開催している。今年は新型コロナ
ウイルスの感染防止策として、各
学校から中継での発表となった。
　「国際協力機構JICA地球ひろ
ば所長賞」には、青森県の八戸聖
ウルスラ学院高等学校の「『いっ
たい誰が悪い？技能実習生問題
～地方における多文化共生を私
たち高校生が担う～』」が選ば
れた。同校では2019年から外国
人労働者をテーマに研究をして
おり、今大会では地域社会での
技能実習生対する否定的な意見
や認知度が低いという実態につ
いて、その背景や解決に向けた
取り組みを紹介。まずは自らが
実習生との関係を深めるため実
習生に日本語を教えたり、地域
住民への発信活動として八戸駅
に手作りのポスターを掲示した
り、さまざまな活動を展開する。
今後、さらに外国人労働者を日

本に呼び込むためには顔の見える
関係づくりが重要だと訴えた。
　「国際交流基金賞」には兵庫県
立神戸商業高等学校の「ESDで
外国人が住みやすい街づくり」
が選ばれた。高校生らは、神戸
に住む外国人のために日本語や
日本の慣習を遊びながら学べる
「にほんごすごろく」を作り、
夜間中学に通う外国人と交流し
た実践研究について報告。すご
ろくでは「何月何日におせちを
食べますか」といったクイズや
「けん玉に挑戦」といったカー
ドを用意し、日本文化に触れら
れる工夫を凝らしたという。
　審査員長のJICA地球ひろば所
長、竹田幸子氏は「コロナ禍で国
内に目を向け、日本と自分たちの
地元がwin-winになる活動を心が
けた発表だった。さらに国内の内
なる国際化を目指す工夫も見られ
た」と総評した。

環境破壊が新興感染症を生む

　大会1日目には、高校生の視点
から国際理解教育に関する課題提

ニュース＆トピックス

「国際理解・国際協力に関する生徒研究発表会」を開催
第59回全国国際教育研究大会が、８月18日、19日に国際協力機構（JICA）の
「JICA地球ひろば」で開催された。高校生弁論大会のほか「国際理解・国際協
力に関する生徒研究発表会」が行われ、全国８校の高校生がグローバルな視
点から捉えた社会課題に対する活動や研究成果を発表した。

［全国国際教育研究大会］

高校生が実践する
国際協力の研究発表
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国際理解・国際協力に関する生徒研究発表会に
参加した高校生＝大会事務局提供

高校生が実践する
国際協力の研究発表
全国国際教育研究大会
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受賞結果

◎国際協力機構JICA地球ひろば所長賞
『いったい誰が悪い？
  技能実習生問題～地方における
  多文化共生を私たち高校生が担う～』
八戸聖ウルスラ学院高等学校

◎国際交流基金賞
「ESDで外国人が住みやすい街づくり」

兵庫県立神戸商業高等学校

◎日本国際協力センター賞
『「Think Globally, Act Locally」
  ～ラオスを想い、高知でできること～』
高知市立高知商業高等学校

◎全国国際教育研究協議会会長賞
「科技校から11646㎞
  ～インドとの交流を通して～」
東京都立科学技術高等学校

◎国際理解・国際協力奨励賞
『地球から世界へ！
  「もったいない」を世界に歌で発信！
  五高生もったいない音楽プロジェクト』
東京都立五日市高等学校

「聖徳学園と世界をつなぐ」
聖徳学園高等学校

「おうちDE留学」
兵庫県立太子高等学校

「Pamodzi 
  ～このバッグてげかわいっちゃが～」
宮崎学園高等学校


